
■指導教授の選択について

　なお、連絡先のわからない教員については大学院事務課に問い合わせてください。
・ただし指導教授については、本人の希望と「研究計画書」及び口述試験の内容をもとに、
　4月のガイダンス時に決定します。
　※印は令和7年度休講科目

専修科目
科目名

（テーマ）
指導
教授

社会学特殊研究Ⅰ
（社会システム論）

〔 未　定 〕

社会学特殊研究Ⅱ
（職業・生活論）

○ 教 授 博士（社会学） 樋口　博美

社会学特殊研究Ⅲ
（社会環境論）

○ 教 授 博士（社会学） 大矢根　淳

社会学特殊研究Ⅳ
（地域社会学）

※ 教 授 博士（社会学） 靏　理恵子

社会学特殊研究Ⅴ
（都市社会学）

○ 教 授 博士（社会学） 藤原　法子

社会学特殊研究Ⅵ
（産業・労働社会学）

○ 准 教 授 博士（社会学）
勝俣　達也
　　　（注1）

社会学特殊研究Ⅶ
（社会福祉論）

※

社会学特殊研究Ⅷ
（コミュニケーション論）

○ 教 授 Ph.D. 秋吉　美都

社会学特殊研究Ⅸ
（現代文化論）

○ 准 教 授 博士（学術） 後藤　吉彦

社会学特殊研究Ⅹ
（教育社会論）

○ 教 授 博士（教育学）
広瀬　裕子
　　　（注2）

社会学特殊研究ⅩⅠ
（介護・ケア論）

※

社会学特殊研究ⅩⅡ
（家族社会論）

○ 教 授 博士（文学） 永野　由紀子

社会学特殊研究ⅩⅢ
（現代社会論）

○ 教 授 博士（学術） 金井　雅之

社会学特殊研究ⅩⅣ
（エリアスタディーズ）

※ 教 授 博士（文学） 菱山　宏輔

社会学特殊研究ⅩⅤ
（社会意識論）

○ 教 授
嶋根　克己
      （注3）

社会学特殊研究ⅩⅥ
（生涯学習社会論）

○ 教 授 小峰　直史

令和7年度 文学研究科学生募集教員一覧

　○印の付いていない教員を指導教授として選ぶことはできません。
　教員の連絡先と研究情報については、専修大学ホームページの研究者情報データベースを

注２の教員を指導教授とした場合、令和８年度以降の指導教授が変更となります。

社会学専攻　博士後期課程

・「専修科目」とは、入学後個々に中心として研究する学科目のことを言います。
・入学志願書に記載する「専修科目」は、「社会学」と記入してください。

・指導教授は、表中の指導教授欄に〇印のついている教員の中から選択してください。

注３の教員を指導教授とした場合、令和９年度以降の指導教授が変更となります。

　閲覧ください。

担当教員

社会学

■専修科目について

注１の教員を指導教授とした場合、令和８年度の指導教授が変更となります。


